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私たちは一人ひとりの人権が尊重される          

       平和な社会を目指して活動しています。

　アメリカは1954年３月１日から５月14日まで、

中部太平洋のマーシャル諸島のビキニ環礁とエ

ニウェトク環礁で６回の水爆実験（キャッスル

作戦）を行い、３月１日に爆発させた水爆ブラ

ボーは広島に落とされた原爆の約1000倍の破壊

力があったという。その爆発により強い放射能

をあびたサンゴの粉（死の灰）が近海で操業中の

第五福竜丸に降り注ぎ乗組員23人が被ばく、同

年9月無線長の久保山愛吉さんが死亡した。し

かし、第五福竜丸以外にも多くの漁船が被ばく

し、放射能に汚染された多量の「原爆マグロ」が

廃棄されたことはあまり知られていないのでは

ないだろうか。そして同時に海が空が汚染され

たことも。

　朗読劇の台本を作るにあたり資料を読んでい

くと、久保山愛吉さんの長女みや子ちゃんの当

時の作文に「・・・あのじっけんさえなかった

らこんなことにならなかったのに、・・・」とあ

った。この文章を目にしたとき、私は福島原発

事故で廃業を余儀なくされた相馬市の酪農家菅

野重清さんが堆肥小屋の壁に「原発さえなけれ

ば」との遺言をのこして自殺したことを思った。

核実験がなかったら、原発がなかったら・・・

これまでの平穏な生活を壊されることがなかっ

た。この思いは広島・長崎で被爆した人たちも

同じであろう。原爆さえなかったら・・・一人

ひとりにはなんの落ち度もないのに、突然命を

奪われ、また生き残った人々の人生が大きく捻

じ曲げられてしまうことがなかった。

　私は朗読劇に取り組むことで、被ばく者と一

括りにするのではなく被ばく者一人ひとりの思

いに向き合う機会を持つことができた。一人ひ

とりに向き合うことで被ばく者の痛みのほんの

一端ではあるがその痛みを共有できるようにな

ったと思う。

　ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ被ばく事件・原

発事故、同じことが繰り返されることがないた

めに、事実をしっかりと記憶し伝えることが大

切だと考えている。　　　　　　 　（加藤 記）
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　ビキニ被ばく事件から　　
　　　　　　 60年に思う
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「あの夏の日の記憶
ヒロシマ ナガサキ そして」

　　大村小学校

　　６年 瀬尾　寿々那

　私が、はらんきょうの

会の朗読劇をやろうと思

った理由は、友達にさそ

われて、楽しそうだった

からです。

　　　大村小学校

　　　６年　岡野　未由

　私は５年生の時、初め

てはらんきょうの会の朗

読劇に参加しました。

　６月、７月の練習は、

スイミングを習いながら

　　　武井　　泉(30代)

　３年ほど前になります。

『成人男性の声が欲しい』

と加藤さんから声をかけ

てもらったことがきっか

けでした。その年の夏の

朗読劇へ出演させてもら

若い声

　でも、広島や長崎の戦争のことの朗読劇だっ

たので、とても悲しい出来事だと思いました。

これで、戦争のおそろしさをしったのでよかっ

たです。友達にさそわれて、はらんきょうの会

に入れて良かったです。

の参加だったことと、朗読は自分が思っていた

より難しく、先生には何度も注意されましたが、

なかなか上手にできずとても大変に思いました。

何度も練習するうちに、上手にできるようにな

り、先生にも「上手になってきたね。」と言われ、

とてもうれしく思い、あきらめずにがんばって

良かったと思いました。

　朗読劇に参加することにより、広島と長崎の

とても悲しく、とても悲惨な状況を知り、被災

した人たちの心の傷はとても深いものであり、

ずっと消える事はないと思いました。私自身は

経験がないため想像もつきませんが、二度と戦

争はおきてほしくないと思いました。

　朗読劇を通して、たくさんの人たちに忘れて

はいけない出来事として伝えていけたらいいと

思いました。

い、その後も毎年夏の朗読劇へ出演させてもら

うようになりました。他の団体でも役者として

舞台に上がっていた僕としては『いい経験にな

るのかな？』と思い、出演することに決めました。

　参加の回数が多くなるにつれ『こういう事は

絶対に誰かが伝え続けなければいけない、風化

させないために、そして二度と同じことが繰り

返されないために』という思いがうまれてきま

した。

　綺麗ごとではなく、たいそうな大義名分を掲

げるでもなく『戦争』はとにかく『してはならな

い』、そう思うようになってきました。そして

戦争という悲惨な現実があったにも関わらず、

強く生き抜いてきた人達がいて、その人達があ

きらめないで頑張ってきたから今の日本がある

のだろうな。という考えを持つようになりまし

た。

　次は、今を生きる僕たちの番です。僕たちが

『今』をどう生き、子供達にどのようなかたちで

『未来』を受け渡すことができるのか。

　悲惨な過去があったという現実をきちんと直

視した上で、未来に何を繋げるか、そんなこと

を考えさせてくれる朗読劇。きっとずっと僕の

ライフワークのひとつとして続けていくのだろ

うな、と思います。

 朗読劇に参加して
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「女性が動く　地域が変わる」

 映画 「フクシマ２０１１

　　 　被曝に晒された人々の記録」

　2014年２月９日(日)・アルテリオ集会室

[コーディネーター ]

 ●藤崎和則さん（茨城新聞社記者）  　

[ゲスト]

 ●先崎キヨ子さん（紅茶館オーナー（水戸市）  

 ●佐藤綾子さん（江戸深川流三夜囃子保存会（土浦市)

 ●加藤由美子（はらんきょうの会代表）

☆第１部　落語＆トーク　

　46年ぶりの大雪の中、社会人落語グループで

活躍されている有難亭真仮名(三浦真紀)さんの

落語「桶屋裁き」で開幕した。古典落語は、男性

目線で作ったものなので、今は女性目線で作っ

たものを話すこともあるそうだ。

☆第２部　トークライブ

　藤崎和則さん(茨城新聞社記者)をコーディネ

ーターに迎え、今、地域で活動されている皆さ

んのお話を伺った。トークの中では、｢お祭りは、

男性中心というイメージを持っていたが、特に

気にする事もなかったので自由に活動が出来て

いる｣「女性だからというより経験不足やしが

らみなどが難しかった｣「男女共同参画とは？｣

「女性議員を増やす必要がある｣「女性がやりた

い事が出来る世の中であってほしい」など、そ

れぞれの活動のなかで感じたこと、経験した事

などのお話が伺えてとても有意義な時間を過ご

すことが出来た。　　　　　　　　 　（堤 記）

《アンケートより》

○女性が動き出して強くなったせいか男性にも

　もっとしっかりしてほしい。今のままでは女

　性の社会進出に伴い、少子化は進んでしまう

　と思う。(60代女性）　

○シンポジストそれぞれの立場での発表はとて

　もよかった。会場から意見もあったが、男性

　の参加を促せるようになれば良いと思う。　

　　　　　　　　　　　　　　　（60代女性）

○初めて落語を見た。とてもわかりやすくて最

　後まで聞き入ってしまった。（20代女性）

                                ＆監督の話

　2013年10月６日（日） ・ アルテリオ 集会室

　「2011年、平成23年３月11日、マグニチュー

ド9.0の巨大地震が東北地方を襲った。未曾有

の地震と津波に加えて発生した原発事故・・・」

という仲代達矢さんの語りで始まる。

　原発事故後、被曝の危険に晒されながらも必

至に生きる南相馬市と飯舘村の人々の姿、声を

撮ったドキュメンタリー映画。

　ある人が言った「放射能に色がついていたら

いいのに」と言う言葉に目に見えないものへの

とてつもない恐怖感を感じた。

　映画上映後に行われた監督のお話では、稲塚

秀孝監督がなぜこのフクシマを撮ったかが語ら

れた。それは広島、長崎で二度の被爆体験をし、

英国ＢＢＣ放送で「世界一不運な男」として紹介

された山口彊さんとの出会いがきっかけだった

と。山口さんの「核は人間の世界にあってはな

らない。核は人類を滅亡に近づけている。自分

の命がある限り叫び続ける。これが自分の宿命

である。という山口さんのもう一つの遺言を聞

いたからだと語った。

　質疑応答では活発な意見、質問が出て時間が

足りないほどでした。この問題に対する関心の

高さを実感した。

　私は、映画の最後に流れる加藤登紀子さん

が歌う「神隠しされた街」という曲、これを聞い

た時、魂を揺さぶられるような衝撃を感じた。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （野澤 記）

～放射能…色がついていたらいいのに～

男女共同参画シンポジウム

コーディネーター
　と３人のゲスト

落語＆トーク

会場からの発言の様子
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　編集作業が終わろうとした日、河内町の金子由夫さんとその仲間が朗読劇を上演。という新聞の記事
に目が止まった。この朗読劇は太平洋戦争末期、特攻隊員が出撃前に小学校を訪れ、この世の思い出に
とピアノでベートーベンの月光を弾いたという実話を基にした朗読劇。特攻隊員の秘められた悲しい
物語も、広島・長崎の原爆と同じ、命が奪われるのは本当に切ないと思う。戦争の悲劇はまだ終わって
いないのです。この８月は、平和の大切さをみんなで考えていきたいものです。（Ｔ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集委員：西田　京子・須藤　得夫）

編 集

後 記

会員・賛助会員募集
会の活動を支えてくださるたくさんの

皆様方の応援が必要です。

　一緒に活動してみませんか。

○会    費：一般 年3,000円、学生 1,000円

○賛助会員：年間一口 1,000円　

★連 絡 先：TEL 0296-52-2590 （加藤）

　５月24日、東京ＹＭＣＡアジア青少年センタ

ーに於いて『愛と勇気と（I＆YOU）おばちゃんが

政治を変える』と題した谷口真由美さん（全日本

おばちゃん党代表代行）の講演に参加しました。

　お話のなかで、集団的自衛権も取り上げられ、

おばちゃん言葉でわかりやすく説明していただ

きました。

　私たちおばちゃんは、議論する場に慣れてい

ないので、自分のわかりやすい言葉で表現する

ことで、難しい問題でもより身近に感じられ、

そこから日本の政治を変える力にもなっていく

と感じました。                    （中野 記）

○2013年１月26日　男女共同参画・映画＆トーク

　（共催：筑西市）　「山川菊栄の思想と活動」　

　～姉妹よ､まずかく疑うことを習え～　アルテリオ

○５月23日　ちくせい女性団体連絡協議会総会・

　講演講師　　　　　　　    　　アルテリオ

○６月28日　朗読劇出前公演　　　明野中学校

○７月12日　高齢社会をよくする女性の会全国

　大会in茨城　出前公演 　 茨城県民文化センター

○８月４日　朗読劇「あの夏の日の記憶」自主公演・  

 はらんきょうレポート発行  イル･ブリランテ

○10月６日　「フクシマ2011｣ 映画＆監督の話

　　　　　　　　　　　　　　　　アルテリオ

○11月２日　筑西市男女共同参画推進講演会

　パネル展示　　　　　　　　　　　　スピカ

○11月24日　筑西市主催「平和を考える市民

　映画会」朗読劇「あの夏の日の記憶」出前公演

　　　　　　　　　　　　 　イル･ブリランテ

《協力事業》

○８月24/25日　劇団明野ミュージカル公演協力

　　　　　　　　  　　　　 イル･ブリランテ

《参加事業》

○３月20日　うしく男・女フォーラム2013　　

　　　　　　　　牛久市中央生涯学習センター

○６月16日　平川和子さん講演会「身近な性と 

暴力」　 　　　小山市男女共同参画センター

○７月５日　映画「ひろしま」東海村上映会＆

  肥田舜太郎先生講演会　　　　　　　東海村

○11月16日　ほっと・コンサートⅦ　つくば市

○11月２日　筑西市男女共同参画推進講演会　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　スピカ

○2014年３月７日　国際女性デー「院内集会」

　日本の国会に202030の実現を　参議院議員会館

　１年中潮風のふく渥美半島の小さな村で
女性の心とからだに向き合い続けて60年の
北山郁子が伝えたいことを今、語る！

★山上 千恵子監督のお話

  ○日　時　 2014年９月28日（日）

　  　　　　　 　　　午後１：００～

  ○会　場　 しもだて地域交流センター アルテリオ

  ○参加費　 無　料

お知らせ

男女共同参画・映画＆トーク

2014 年度 全国フェミニスト議員連盟総会 

記念講演に参加して

★映画  潮風の村から
　　　～ある女性医師の軌跡～

★ 活 動 記 録 ★


